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思いやり

ありがとう

　ォーフンして４年目を迎えた、北小林の特別養護

老人ホーム「しもつけ荘」で、６月24日゛たなばた

まつり､、の飾り付けが行われました。

　この日は、壬生高校ＪＲＣクラブのみなさんがお

手伝いに訪れ、お年寄たちは孫のような生徒との

ふれあいに目を輝かせて、楽しいひとときを過ごし

ました。

　同ホームではこのほか、納涼祭など多彩な催しを

実施しており、地域との交流にも積極的に取り組ま

れています。
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お年寄りの

　　幸せのために

弓ユ句,ユ

町の老人福祉サービス
◇問合せ先　福祉課社会福祉侭

　　　　　�82－1234内線113

　Ｗ　ミリ　　　　　ｗ●
~,Ｊ

　
在
宅
で
、
ね
た
き
り
な
ど
の

お
年
寄
り
を
抱
え
て
い
る
ご
家

庭
に
、
ま
た
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
の
方
に
、
現
在
、

町
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
各
種

の
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
煮
1
:
や
心
身
の
障
害
の
た
め
に
、

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障
の
あ

る
老
人
や
心
身
・
身
体
障
害
児
者
の

い
る
家
庭
で
、
家
族
が
そ
の
方
の
介

護
を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
る

場
合
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

痴
呆
性
老
人
及
び
ね
た

き
り
老
人
等
短
期
保
護

　
介
護
者
の
病
気
や
、
介
護
疲
れ
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に

家
庭
で
介
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
を
、
一
週
間
程
度
お
世
話
し
ま
す

★
受
け
入
れ
施
設

●
痴
呆
性
老
人
　
　
特
別
養
護

●
ね
た
き
り
老
人

↑
老
人
ホ
ー
ム

●
虚
弱
老
人
－
－
養
護
老
人
ホ
ー
ム

★
保
護
要
件
と
費
用

デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
）

　
お
お
む
ね
六
ナ
五
歳
以
上
で
、
在

完
の
病
弱
な
お
年
寄
り
の
た
め
に
、

町
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ピ

も
つ
け
荘
」
と
契
約
を
結
び
、
施
設

の
専
門
的
な
機
能
を
生
か
し
た
、
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

　
入
浴
、
食
事
、
生
活
指
導
、
日
常

動
作
訓
練
、
送
迎
、
健
康
チ
ェ
ッ
ダ

家
族
介
護
教
皇

★
申
込
み
先
　
　
民
生
委
員

★
費
　
　
用
　
　
無
料
　
た
だ
し
、

　
　
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

　
　
場
合
は
ニ
ハ
○
円
。

老
人
精
神
衛
生
相
談

　
老
人
の
痴
呆
に
つ
い
て
、
相
談

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

○
相
談
日
　
第
一
、
第
三
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時
上
二
時

○
場
　
所
　
栃
木
保
健
所

ね
た
き
り
老
人
・
家
庭

介
護
者
助
成
金
の
支
給

　
六
ケ
月
以
上
ね
た
き
り
の
状
態
に

あ
る
お
年
寄
り
を
、
家
庭
で
介
護
じ

て
い
る
方
に
、
身
体
的
あ
る
い
は
精

神
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
も

ら
う
た
め
、
年
順
二
四
、
〇
〇
〇
円

を
支
給
し
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
年
末

扶
助
金
品
等
支
給

　
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
、
毎
年
末

に
、
お
む
つ
カ
バ
ー
な
ど
の
用
品
を

支
給
し
ま
す
。

敬
老
金
及
び
特

別
敬
老
金
の
支
給

★
敬
老
金

●
七
ト
歳
以
上
～
七
十
五
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
几
○
○
○
円

●
七
十
五
歳
以
上
　
六
、
〇
〇
〇
円

★
特
別
敬
老
金

●
九
十
五
歳
以
上
百
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
瓦
○
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

●
百
歳
以
上
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
日
常
生
活
用
具

　
な
ど
の
給
付

　
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
日
常
生
活
が
、
便
利
に
な

る
よ
う
な
用
具
（
床
づ
れ
防
止
用
品

特
殊
寝
九
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な

ど
）
を
支
給
又
は
貸
与
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に
よ
り
、

価
格
の
一
部
（
又
は
全
部
）
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
み
先
　
　
民
生
委
員

町
老
人
憩
い
の
家

無
　
料
　
利
　
用

　
　
　
　
）

　
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
は

無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

○
東
雲
荘
　
　
雫
八
二
－
二
九
二
五

〇
富
士
見
荘
　
雫
八
二
－
○
九
六
九

　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
隣
接
）

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
、
年
末
年
始

　
（
１
２
月
２
９
日
～
翌
年
１
月
３
亘

●
利
用
時
間
　
午
前
九
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
六
時
三
〇
分

寝
具
乾
燥

　
　
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
老
人

重
度
身
体
障
害

者
、
低
所
得
世
帯
二
人
暮
ら
し
老

人
な
ど
を
対
象
に
、
マ
ト
ン
・
マ
ッ

ト
レ
ス
・
毛
布
な
ど
を
「
乾
燥
、
殺

菌
、
脱
臭
す
る
サ
ー
ビ
ス
」
　
（
温
熱

処
理
に
よ
り
乾
燥
、
殺
菌
を
し
ま
す
）

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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ご存知ですか？

老人保健の医療制度
役場福祉課医療福祉係

　　　　�82づ234内線ﾔ14

☆問合せ先

nk　
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
は
、
七
十

歳
（
障
宵
認
定
者
は
六
十
五
諏
）
の

誕
生
日
の
月
の
翌
月
か
ち
開
始
さ
れ

ま
す
。

　
た
び
し
、
誕
生
日
か
月
の
初
日
で

ﾄﾞ］

　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

nk

?］

　
こ
の
老
人
保
健
は
、
役
場
の
福
祉

深
と
各
出
張
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
す

　
七
十
歳
で
老
人
保
健
が
該
当
す
る

方
は
、
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
。

　
医
者
に
み
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
健
康
手
帳
（
受

岫
ド
副
□

　
外
来
で
医
者
に
か
か
る
堤
介
に
は
、

毎
月
一
つ
の
医
療
機
関
に
ハ
○
○
円

の
一
部
員
批
爆
を
、
そ
の
日
足
最
初

あ
る
場
合
は
、
そ
の
誕
生
日
の
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
誕
生
日
が
八
月
一
日
の

方
は
、
八
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

八
月
十
日
で
あ
れ
ば
、
翌
月
の
九
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

に
、
国
民
年
余
証
書
（
∵
二
言
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
丁
子
三
級
及
び

四
緑
の
一
部
等
）
、
ま
た
は
、
医
師
の

診
断
書
と
保
険
証
を
添
え
て
、
役
場

福
祉
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

―
ヽ
―
’
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
―
’
―
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
―
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ヽ
―
ヽ
Ｉ
ゝ
―
ヽ
―
ゝ
Ｉ
・
１
ヽ
Ｉ
』
―

障
害
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳
の

交
付
申
請
の
と
き
に
老
人
保
健
の
手

続
き
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険
証
、
印

か
ん
を
持
参
し
、
所
定
の
用
紙
に
記

入
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

給
考
証
が
あ
る
も
の
）
と
保
険
証
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
手
帳
は
、
受
け
渡
し
な
ど
を

キ
チ
ン
と
し
て
紛
失
の
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

の
診
爆
口
に
タ
ヘ
払
い
ま
す
。
総
合
病

院
で
は
、
各
診
療
サ
ー
と
に
一
ヶ
月

ハ
○
○
円
支
払
い
ま
す
。

　
入
院
の
場
今
は
、
一
日
四
〇
〇
円

の
一
部
八
州
分
を
、
入
院
期
回
申
支

払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
土
た
る
生
活

維
持
者
が
往
民
枇
非
渫
拒
推
帯
の
題

齢
福
祉
年
金
受
給
昔
は
、
役
場
福
祉

課
で
申
請
す
る
と
ノ
言
月
間
、
一

目
三
〇
〇
円
を
支
払
う
だ
け
で
、
そ

の
後
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
転
入
、
転
出
な
ど
の

［
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

｜　」

老
人
保
健
受
袷
苔
で
転
入
、
転
出

に
し
た
と
き
な
ど
は
、
す
み
や
か
に

役
揚
窓
口
や
福
祉
課
、
各
出
張
所
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　1¬
傷第

三
者
の
行
為
で

病
に
な
っ
た
と
き

二

　
自
動
車
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
介

な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
病

気
や
ケ
ガ
を
し
、
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
た
と
き
は
、
必
ず
役
場
福
祉

ま
た
は
加
大
淀
康
行
険
の
変
更
平
凡
　
　
諌
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
上
の
悩
み
ご
と
は

　
　
　
　
　
民
生
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い

　
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
町
の

福
祉
向
ト
の
た
め
地
域
活
動
を
行
っ

て
い
る
民
生
要
員
が
、
本
町
ド
ヤ
ド

七
名
い
ま
す
。
ま
悦
児
童
委
員
と

福
祉
委
□
を
兼
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
半
片
只
の
主
な
仕
事
は
、
排
当

地
区
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
生

活
ト
の
阿
し
み
や
悩
み
ご
と
に
対
し
、

銃
身
に
な
っ
て
相
談
や
助
言
な
ど
を

行
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
役
場
や
厚
門

福
他
機
関
と
連
絡
を
取
り
介
い
、
福

祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
通
し
て
、

だ
れ
で
も
明
る
い
社
会
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
絹
江

②
七
人
に
つ
い
て
の
相
談

③
身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
に
つ

　
い
て
の
相
談

④
は
子
家
庭
な
ど
に
っ
い
て
の
相
談

⑤
児
竜
に
関
す
る
相
談

　
な
お
、
六
月
一
日
付
で
、
七
塚
昭

巧
氏
（
田
向
、
上
行
、
血
行
、
今
代

�
八
二
－
ニ
○
八
〇
）
が
厚
生
大
出

か
ら
新
し
く
民
生
が
貝
に
喬
嘱
さ
れ

ま
し
勺
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